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お互い様様クッキング 
皆さんこんにちは。暑い日が続いておりますが、熱中症にならないよう水分をしっ

かり取ってくださいね！ 

宜野湾市地域活動支援センター『はぴわん』では、ご近所さんや地域の自治会との

繋がりを大切にしています。日頃から交流のあるお弁当屋「ゆがふ」さんから時折、

お野菜を頂きます。今回は、トマトとネギを頂いたので早速、『はぴわん』の利用者

さんも一緒にお料理を作りました。 

  

  

 今後、『はぴわん』は、地域の方に支えられ協働して、活動を盛り上げていきたいと

思います。お近くにお寄りの際は、お気軽に支援センターはぴわんに遊びにきてくだ

さい。  

『はぴわん』情報：宜野湾市普天間1-3-5 電話098-988-8151 
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ミニトマトでトマトソ

ースを作り、ピザトー

ストにし美味しく頂き

ました☆ 

ネギは餃子の具材と、

沖縄料理の定番「ヒラ

ヤーチー」にたっぷり

入れて調理！ 
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“この社会に属しながら、完全に与さずに生きられる道”を探す 

いつだったか「変な人のつどい」という、よくわからない集ま

りに誘われたことがある程度には、自分も変な人間である。そ

れで誘われて、北海道くんだりまで出掛けていってしまった程

度には変な人間である。 

 尹雄大『脇道にそれる』を読んで、自分のなかのそういう

「変」な部分に、もう一度寛容になれた気がする。 

 

 著者は、仕事をしていても、スポーツをしていても、恋人と

会話をしていても、「必ず伴う、うまくいかない感じ」を、自分の

なかに認める。なにかがぎこちなく、人と違うと感じる。人はし

ばしば、人と同じであることに価値を置き、「脇道にそれる」こと

を恐怖する。どこかで見た“普通”のイメージを模倣することば

かりに努め、もともとある自分自身を置き去りにする。 

 

  

（尹雄大 著／春秋社） 

鹿児島の福祉施設『しょうぶ学園』のことが語られる。そこではいわゆる“ノーマライゼーション”

の理念は存在しない。健常者がそもそもノーマルであるかを疑い、職員も利用者に関わるうえで

「僕らの当たり前に彼らを合わせる」ことをしない。 

 

 ピダハンのことが語られる。南米アマゾンの部族である。 

 文字を持たず、過去や未来という概念がない。したがって、過ぎた過去を悔やむこともなけれ

ば、まだ見ぬ将来を案じたりもしない。また、夢と現実の区別がない。 

“いま、ここ”を生きるとは、そういうことである。 

 

 インタビュアーである著者は、多くの人たちを取材してそれを淡々と紹介してみせながら、普通と

か常識とかいうことの意味を繰り返し我々に問う。ただし、そういう普通とか常識とかいうものが幅

を利かせるこの社会から、無理に脱しようともしない。 

「変な人のつどい」に誘われたことがなかったとしても、普通とか常識とか「かくあるべき」という呪

いに少しでも窮屈さを感じたことがある人ならば、本を通して著者と一緒に脇道を探すことが、きっ

ととても楽しく感じられるはずである。 

（増山） 
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2018/6/3  琉球新報 

2018/5/20 沖縄タイムス 
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安心して過ごせるように！ ～法律相談窓口～ 

  ６月の相談窓口は下記のとおりです（弁護士相談は、無料です） 

   日時  ６月１２日（火曜日） 午後２時～４時 

   場所  てるしのワークセンター（南風原町宮平２０６－１） 

  ※ 人権保護、財産手続き、社会保障、処遇改善等、対象はどなたでも 

    事前に予約をしてくださると助かります。 

        ＴＥＬ098-889-4011  ＦＡＸ098-888-5655 

 

バレーチーム「てるしの」九州大会 派遣支援 お礼 
 
『第4回こころんピック（ソフトバレーボ

ール大会）』で、準優勝『てるしのワークセ

ンター』チームが九州に派遣されることにな

りました。 

6月9日の大分県で開催される九州大会に

向け、選手たちは連日練習に試合に励んでい

ます。 

チーム（14名）を派遣するために、多く

の皆さまにさまざまな形で、応援いただきました。本当にありがとうございます。 

九州大会の結果は次号で報告させていただきます。 
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編集後記 

 

梅雨のはずなのに、雨が降らず･･ 

過ごしやすいですが、農家の方にと

っては死活問題ですね。 

先日、流行のリゾート婚に参列し

ました。列席者は全員おそろいのア

ロハシャツに白パンツという姿、ま

るでホテルの従業員のようでした

が、今はそれがおしゃれ 

なんですね。  （A･T） 

沖縄から大分へ！ 

 今年、『第 4回こころんピック』

で準優勝を果たし、障がい者バレ

ーボール大会・九州地区予選大会

への進出が決まった『てるしのワ

ークセンター』チーム。 

登録選手らの旅費を捻出する

ため、インターネットを通じた資

金造成（クラウドファンディング）にも挑戦中です。 

目標額：450,000 円 

実施期間：4 月 16 日～5月 31 日 

情報拡散のご協力も 

大歓迎です！ 

沖縄タイムスのクラウンドファンディング：Link-U 特設ページ開設中！ 

https://a-port.asahi.com/okinawatimes/projects/terushino/ 

(問い合わせ)てるしのワークセンター：Tel.098-889-4011  Fax.098-888-5655 

試合は6月9日（土）、『大分市東部公民館』で 
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